
広島市障害者計画〔2024－2029〕 骨子案

基本理念 基本的視点 施策の柱 施策項目

障害のある人も
ない人も、
全ての市民が
互いに人格と
個性を尊重し、
支え合い、
自立しながら、
暮らしと生きがい、
地域を共に創る
「まち」広島を
実現する。

1 障害のある人もない人
も共生する社会の実現に
向けて、様々な主体との連
携と、市民や事業者の幅
広い理解の下、差別の解
消に向けた取組を推進する
とともに、社会のあらゆる場
面におけるアクセシビリティの
向上を図る。

2 障害者のライフステージ
に沿って、住み慣れた地域
や生活の拠点における、一
人ひとりの状況に応じた適
切な支援を受けつつ、災害
時等においても、安心して
自立した生活ができる環境
や支援体制を整備する。

3 障害者を、必要な支援
を受けながら自らの選択と
決定に基づき、社会のあら
ゆる活動に参加する主体と
してとらえ、活躍を支援する。

1 虐待の防止・差別の解消
と理解・交流の促進

(1)虐待の防止と差別の解消の推進

(2)あらゆる障害や障害者についての理解の促進

(3)市民の活動等の支援と交流の促進

2 安全・安心な生活環境
整備の推進

(1)外出しやすいまちづくりの推進

(2)安心して暮らせる住まいの確保の支援

(3)防災・防犯等の対策と災害時支援体制の推進

3 相談支援の充実
(1)切れ目のない相談支援体制の整備・充実

(2)権利や財産を守る取組の推進

4 地域生活支援の充実

(1)福祉サービスの必要な量と質の確保

(2)保健・医療・リハビリテーションの充実

(3)支援を担う人材の確保

(4)情報・コミュニケーション支援の充実

5 発達支援と教育の充実
(1)総合的な発達支援の充実

(2)自立に向けた教育の充実

6 活躍支援の充実

(1)スポーツ・文化芸術活動の促進

(2)総合的な就労支援の充実

(3)障害者雇用の拡大・定着
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